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呼 吸 器 感 染 症 にお け るTazobactam/Piperacillinの 臨 床 効 果 の検 討

税 田直樹 ・松本充博 ・河野 修 ・興梠博 次 ・菅 守 隆 ・安藤正幸

熊本大学医学部第 一内科*

新 し く開 発 さ れ た 抗 生 物 質tazobactam/piperacillin(TAZ/PIPC)はtazobactam(TAZ)と

piperacillin(PIPC)の 配 合 剤 で あ る 。 今 回,呼 吸 器 感 染 症6例(肺 炎2例,気 管 支 拡 張 症3例,

肺 気 種 の 二 次 感 染1例)に 本 剤 を投 与 し,臨 床 効 果 ・細 菌 学 的 効 果 ・副 作 用 に つ い て 検 討

した 。 本 剤 の 臨 床 効 果 は 有 効3例,無 効1例,判 定 不 能2例 で あ っ た 。 起 炎 菌 は 全 例 不 明 の

た め 細 菌 学 的 効 果 は い ず れ も判 定 不 能 で あ っ た 。 副 作 用 と して1例 に葦 麻 疹 が み ら れ,ま

た,臨 床 検 査 値 異 常 と して は1例 にGOT,GPTの 上 昇 が み ら れ た 。
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Tazobactam/piperacillin(TAZ/PIPC)は,tazobactam

(TAZ)とpiperacillin(PIPC)を1:4の 比 率で配合 させた

注射用製剤である。TAZは 大 鵬薬品工業株式会社 で

開発 された新 しいβ-ラクタマーゼ阻害剤であ りP,少

数の菌種 を除いては抗菌力は弱いものの,各 種の細菌

が産生するβ-ラクタマーゼ(ペ ニシリナーゼ,セ ファ

ロスポリナーゼ,セ フロキシマーゼ)を 不可逆的に阻

害する2～5)。一 方,PIPCは 富 山化学工業株式会社で開

発 されたペニシリン系抗生剤であ り,グ ラム陽性菌,

グラム陰性菌に対 し幅広い抗菌 スペク トルと強い抗菌

力 を有 し,特 に呼吸器感染症の主要 な起炎菌である

Staphylococcus aureus,Streptococcus pneumoniae,Mora-

xella catarrhalis,Haemophilus influenzae,Klebsiella

pneumoniae,pseudomonas aeruginosaな どに強い抗菌力

を有 し忍容性が良好であるために既 に広 く臨床に使用

されている。 しか し,PIPCは β-ラ クタマーゼで分解

されやすい とい う弱点 を有 してお り6),β-ラ クタマー

ゼ阻害剤 を配合 してPIPCの 耐 性菌 にも抗菌力を示す

ようにするこ とが臨床上望 まれていた。TAZとPIPC

を配 合するこ とにより,β-ラ ク タマーゼ産生菌 を用

いたinvivo感 染実験 において もTAZ配 合 による優れた

相乗効果が認め られている7)。

今回,呼 吸器感染症6例 に本剤 を投与 し,臨 床効果 ・

細菌学的効果 ・副作用 について検討 したので報告す

る。

1991年7月 から同年9月 の問に熊本大学医学部附属

病院第一内科 に入院 し,本 剤治験に先立って同意の得

られた59歳 から67歳 までの呼吸器感染症患者6名 を対

象 とした。症例 の内訳は,肺 炎2例,気 管支拡張症3例,

肺 気腫の二次感染1例 であり,性 別は男性2例,女 性4

例 であった。TAZ/PIPCは1回1.259あ る いは2.59を1

日2回 あるいは4回 点滴静注 した。投与期間は2日 か ら

13日 であった。臨床効果は熱型 ・胸部X線 像 ・赤沈 ・

CRP・ 白血球数 ・喀疾 の性状 ならびに1日 量な どを総

合的に判定 し,著 効 ・有効 ・やや有効 ・無効 の4段 階

で判定又は判定不能 とした。細菌学的効果は,起 炎菌

の推移 によ り,消 失 ・減少又は一部消失 ・菌交代 ・不

変の4段 階で判定又は判定不能 とした。副作用につい

ては,自 覚症状の有無および臨床検査値 として血液像,

肝 ・腎機能 な どをTAZ/PIPCの 投 与 前後で調べた。

TAZ/PIPCの 臨 床成績 を一括 してTable1に 示 した。

呼吸器感染症6例 に対 して本剤 の投 与を行った結果,

臨床効果は有効3例,無 効1例,判 定不能2例 であった。

2例 で臨床効果が判定不能 となったが,う ち1例 は葦

麻疹の発現 により2日 間で投 与を中止したためであ り

(症例3),他 の1例 は,感 染症状が不明確であったこ

とによる(症 例4)。 なお,疾 患別臨床効果 は肺炎2例,

気 管支拡張症1例 で有効であった。起炎菌検索 は全例

について行なったが,い ずれも起炎菌が判明せず,従

って細菌学的効果は全例判定不能であった。自他覚的

副作用症状は6例 中1例 に奪麻疹が認め られた。この

葦麻疹は投与開始の翌 日に発現 したが,本 剤投与中止

後,抗 ヒスタミン剤の投 与により速やかに消失 した。

臨床検査値 の検討では,Table2に 示 したように1例

GOT,GPTの 軽度上昇が認め られ た。本症例のGOT,

GPTは 投 与前にそれぞれ30U,37Uで あ ったものが投

与終了 日にはGOT:54U,GPT:66Uと 軽 度上昇 を示 し

た。投与終 了1週 間後に再度測定を行なった ところ,

GOT:53U,GPT:69Uと 依 然 として高値 を示 していた。

本症例では本剤 を11日 間投 与し有効 な臨床効果が得
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られた(症 例1)。

以 上のご とくTAZ/PIPCを 呼 吸器感染症6例 に使用

し,有 効性 と安全性 について検討 した。使用例6例 中

症例1を 除 く5例 は,主 として中等症以上の基礎疾患

あるいは合併症 を有 してお り,ま た,6例 中4例 は前

投薬 したcefixime無 効例(症 例2,3,5)あ るいはcefpo-

doxime proxetil無 効 例(症 例1)で あ り難治性感染症 と

考えられるが,こ の うち3例 では有効な成績が得 られ

満足で きる結果であった。自他覚的副作用 として葦麻

疹が1例 認められた。また,臨 床検査値の異常変動 と

してGOT, GPTの 上 昇が1例 認め られたが,そ の程度

は軽度であった。

今回検討 した症例で,臨 床効果が判定可能 な4例 中

3例 は有効であ り,ま た,難 治性感染症 と考えられた

症例 についてみる と,判 定不能であった1例 を除 き他

の3例 は全て有効 という成績が得 られたことは本剤の

Table 1. Results of clinical trial with tazobactam/piperacillin

NF: normal flora

Table 2. Laboratory findings before and after administration of tazobactam/piperacillin

B: before treatment A: after treatment
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大 きな特長 といえる。

以上の結果よ りTAZ/PIPCは 呼 吸器感染症一般に対

し有用な薬剤 と考えられる。
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Clinical study of tazobactam/piperacillin

in the treatment of respiratory tract infections
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Tazobactam/piperacillin, a new antibiotic for infection, was administered to 6 patients with

pulmonary infection (pneumonia 2, bronchiectasis 3, pulmonary emphysema with infection 1).
The clinical response was good in three cases. Bacteriologically, no causative bacteria were

detected.

One patient showed skin eruption after injection of this drug, and elevation of S-GOT and S-GPT

was found in one case. Although side effects were rather frequent, all were slight.


